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りN2-S症閉 (n-ll)と比べ有意に予後良好

であった (P〈O.05).

ほ とめ】LPC+GEM による補助化学療法は

比較的安 全 に施行可能であり,NO,Nl症例では

予後 に 寄 与 し ている可能性がある.
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GEM +S-1療法が奏功 した肝内胆管癌の 1

症例を経験 したので報告する.症例は61歳,男

性.近医でのUSにて肝腰痛を指摘され,精査目

的で入院した.CT上肝外側区域に径 6cmの辺縁

不正な腫壕と内側区域に径 1cmの娘病巣を認め

た.横隔膜への直接浸潤および傍噴門および腹腔

動脈撮部,肝門部リンパ節腫太を認め,根治術不

能 と判断 し化学療法を施行 した. レジメンは

GEM IOOOmg/bodybiweekly,S-180mg/m2

day1-14投与を1クーリレとした.2クール後PR

INとな り,塵癌 マ -カー も CEA4.1- 1.5,

CA19-914600- 166と低下した.6カ月後の CT

上肝外側区域の厳癌は縮小し,内側区域の娘病巣

は消失した.横隔膜への浸潤も軽度で傍噴門およ

び腹腔動脈根部,肝門部 リンパ節腫太も縮小 し

た,化学療法開始後7ヵ月後に開腹手術を施行し

た.腹膜転移を認めたが,術中迅速病理検査で癌

細胞はなく,肝左葉切除,肝外胆管切除を含むリ

ンパ節部活,および右肝管空腸吻合術を施行 し

た.GEM+S-1療法が奏功した肝内胆管癌の 1

例を経験したので報告 した.
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3 消化器外科術後頻脈性不整脈に対する薬剤治

療の効果
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【はじめに】頻脈性不整脈 (TC)はよくみられ

る術後合併症の一つである.今回,消化器外科術

後TC症例に対する薬剤治療の効栄を検討してみ

た.

【方法】消化器外科術後に生じた頻脈性不整脈

に対しジゴキシン (Dト ベラパ ミル (Ⅴト ラン

ジオロ-ル (L)のいずれかを使用 した症例のべ

37例を対象とし,背景国子,効果について比較検

討を行った.

f結果】73.6%に高血圧 ･心疾患の合併がみら

れた.各薬剤の有効率は D,Ⅴ,Lそれぞれ

28.5%,73.3%,85.7%であり,3時間以内の再

発率は50%,27.2%,8.3%であった.

【まとめ】ランジオロールは術後TCには有効

率 ･再発率から,他剤に勝っている.無効例は,

重篤な合併症の発生に注意する必要がある.

SessionⅡ 『症例』

こ1 無黄症で発見された胆管癌の 1症例
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症例は,75歳男性.当院内科にて,平成 2年 4

月より,糖尿病の治療目的に外来通院 されてい

た.腹痛精査目的に消化管精査,腺癌マーカ-の

検索を定期的に甜lowupされており,黄痘,肝胆

道糸酵素の異常が認められなかったが,CA19-9


